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ライセンスに関しては、変更や改訂が入る可能性がございます。

ご契約形態、所有されている既存ライセンスにより状況がことなります。

個別のシステムや案件に関しては、必ずリセラー様や弊社担当者にご相談ください。

本資料は情報提供のみを目的としており、本資料に記載されている情報は、本資料作成時点でのマイクロソフトの見解を示した
ものです。状況等の変化により、内容は変更される場合があります。

本資料に表記されている内容（提示されている条件等を含みます）は、お客様との有効な契約を通じて決定されます。

それまでは、正式に確定するものではありません。従って、本資料の記載内容とは異なる場合があります。

また、本資料に記載されている価格は、いずれも別段の表記がない限り参考価格となります。

お客様の最終的な購入価格は、お客様のリセラー様により決定されます。

マイクロソフトは、本資料の情報に対して明示的、黙示的または法的な、いかなる保証も行いません。

© 2020 Microsoft Corporation. All rights reserved.
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◼ ライセンスの利用シナリオ

◼ 必要ライセンスの購入方法

◼ ホスティング及びクラウド環境における
ライセンス使用条件について

◼ FAQ  

◼ ライセンス問い合わせ窓口

◼ Appendix
主要クライアントアプリのクラウド対応
製品条項とOST（公開情報の案内) w/重点事項抜き出し
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https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/virtual-desktop/

TYPE 説明 資格の確認

Windows 10 および
Windows 7の仮想化

資格のあるWindowsまたはMicrosoft 365ライセン
スをお持ちの場合、追加コストなしでWindows 10 

EnterpriseおよびWindows 7 Enterprise デスクトッ
プとアプリにアクセスできます。無料の2023年1月
までのWindows 7 仮想デスクトップ向けセキュリ
ティ更新プログラムの延長を受けると、Windows 

10に移行しながらも、レガシ アプリをサポートす
るための選択肢が増えます。

次のいずれかのユーザーごとのライセンスをお持ち
の場合、Windows Virtual Desktop が備わった
Windows 10 および Windows 7にアクセスできます*。
⚫Microsoft 365 E3/E5

⚫Microsoft 365 A3/A5/Student Use Benefits

⚫Microsoft 365 Business Premium**

⚫Windows 10 Enterprise E3/E5

⚫Windows 10 Education A3/A5
⚫ユーザーあたり Windows 10 VDA

Windows Serverの
仮想化

対象となるMicrosoft Remote Desktop Services 

(RDS) Client Access Licence (CAL) のお客様の場合、
追加コストなしでWindows Server Remote Desktop 

Services デスクトップとアプリを搭載するデスク
トップにアクセスできます。

ユーザーごとまたはデバイスごとのRDS CAL ライセ
ンス（アクティブなソフトウェア アシュアランス
（SA）付き）をお持ちの場合、Windows Server 

2012 R2 以降のデスクトップとアプリにアクセスす
る資格があります。

* Microsoft 365 E3/E5/F3/Business/A3/A5/Student Use Benefits、またはユーザーあたり Windows 10 VDA ライセンスをお持ちのお客様は、
Windows 以外のPro エンドポイントから Windows Virtual Desktop にアクセスできます。

** Microsoft 365 Business Premium は、2020年4月21日より前は Microsoft 365 Business と呼ばれていました。

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/virtual-desktop/
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Windows デバイスからのWVDアクセス1

iPad、AndroidデバイスからのWVDアクセス2

WVD(Windows Server)へのアクセス3

Officeの利用 – Office永続ライセンスの持込4

Azure上のRPAロボットでOffice 365ファイルを処理5

Visual Studioをつかった開発利用6

Azure Dedicated HostでのWVD利用7
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OK

追加ライセンス不要 手元がWindows10 Ent E3 per userのみ

⚫ 社員：100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有ライセンス
- Windows 10 Ent E3 x 100

⚫ 100名全員、物理PCの利用は継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ 重要なデータへのアクセスはWVDを
利用

⚫ なし

[解説]

⚫ 既にWVDを利用するために必要ならライセンスを保有
(Windows 10 Ent E3 per user)

⚫ ライセンスの追加購入は不要
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追加ライセンス必要 手元にWindows10 Pro、7がある

OK

NG

NG

⚫ 社員 100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有ライセンス
- Windows 7  pro (OEM版) x 30

- Windows 10 pro (OEM版) x 20

- Windows 10 Ent E3 per user x 50

⚫ 100名全員、物理PCの利用は継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ 重要なデータへのアクセスはWVDを
利用

⚫ Windows 10 Ent E3 per user x 50
※その他 WVDの利用権を含むLicense

[解説]

⚫ WVDを利用するために必要なライセンスは現在50本保有
(Windows 10 Ent E3 per user)

⚫ ただし、100人全員がWVDを利用する場合は追加で50本
のライセンス購入が必要
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追加ライセンス必要 手元にWindows10はあるがOEM版
WVDへ接続するために必要なライセンスは保有していない

NG

NG

⚫ 社員 100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有OS

- OEM : Windows 10 pro x 50

- OEM : Windows 10 Home x 50

⚫ 100名全員、物理PCの利用は継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ 重要なデータへのアクセスはWVDを
利用

⚫ Windows 10 Ent E3 per user x 50
※その他 WVDの利用権を含むLicense

⚫ Win VDA E3 per user x 50
※Home以外に使用していなければVDA E3 per userが必要

[解説]

⚫ WVDを利用するために必要ならライセンスを現状保有し
ていないため、WVDへアクセスするユーザー分のライセ
ンスが必要
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追加ライセンス必要 手元がiPad, Android

NG

NG

⚫ 社員 100名

⚫ iPad users x 25名
Android users x 25名
Windows10 users x 50名

⚫ 社給 – Win10 PC

BYOD – iPad, Android
※社給とBYODは別メンバーが使用

⚫ 所有OS

- Windows 10 Ent E3 per user x 50

⚫ 本社勤務メンバーはWVD利用なし

⚫ 本社勤務メンバーはWin10 PCのみ利用

⚫ 海外勤務のiPAD、Androidユーザーは
iPad、Androidを利用
※Windows10ライセンスならびに稼働
環境なし

⚫ iPad、AndroidユーザーのみWVD利用

⚫ Windows10 VDA per user x 50

[解説]

⚫ iPad, Androidユーザー用ライセンスが必要

⚫ Windows10 Ent E3/E5 per User Licenseは物
理環境がWindows10 pro以上である必要が
ある
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手元がiPad, Android。しかし、別途Win10実行環境がある

⚫ 社員 100名

⚫ iPad users x 50名
Android users x 50名
Windows10 users x 100名

⚫ 社給 – Win10 PC

BYOD – iPad, Android
※社給とBYODは同一人物

⚫ 所有OS

- Windows 10 Ent E3 per user x 100

⚫ 本社勤務メンバーはWVD利用なし

⚫ 本社勤務メンバーはWin10 PCとBYOL端
末を利用

⚫ BYOL端末からWVDを利用して
社内システムへアクセス

⚫ なし

[解説]

⚫ WVDにアクセスするユーザーは、WVDにア
クセスするために必要なライセンスならび
に実行環境を保有しているため、
追加ライセンスの購入は不要

OK

OK

追加ライセンス不要
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NG

⚫ 社員 100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有OS

- Windows 10 Ent E3 per user x 100

⚫ 100名全員、物理PCの利用は継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ WVD上ではWindows Serverを展開

⚫ RDS CAL with Software Assurance per user x 100
or per device x 接続PC台数分

[解説]

⚫ WVD展開をしたWindows Serverへアクセスするには
RDS CAL Licenseが必要

追加ライセンス必要 RDS CAL with Software Assurance per user / per deviceが必要
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NG

⚫ 社員 100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有OS

- Windows 10 Ent E3 per user x 100

- Office 2019 License x 100

⚫ 100名全員、物理PCの利用は
継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ WVDのVM上でOfficeを利用
する

⚫ Micorosft 365 Apps for Enterprise (旧称Office 365 ProPlus) 又
は Microsoft 365 Business Premium (旧称Microsoft 365 

Business)に含まれるMicrosoft Apps for Business のいずれか必
要ユーザー数分を用意する必要あり

[解説]

⚫ Office 永続ライセンス版はクラウド上への持ち込みが不可

⚫ Microsoft 365 Apps（上記参照）はAzureを含めたQMTHに認定
されているクラウドへの持ち込みが可能
(QMTH : Qualified Multitenant Host)

追加ライセンス必要 Office 永続ライセンスはクラウドへの持ち込み不可
Microsoft 365 Apps が必要

NG
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⚫ RPA ロボットはユーザーではなくプログラムとなるため、RPA ロボットに対してMicrosoft 365 Apps for Enterprise 

ユーザーライセンスを割り当てることはできません

⚫ Microsoft 365 - Unattended ライセンスという RPA に特化したライセンスなら WVD でも使用できます。
ロボット 単位で購入が必要となります
https://docs.microsoft.com/ja-jp/office/client-developer/integration/considerations-unattended-automation-office-

microsoft-365-for-unattended-rpa

⚫ Office Pro Plus (永続ライセンス版) はライセンスモビリティがないため、クラウドへの持ち込みが許容されておりま
せん。また、マルチプレキシング規定により、RPAで生成されるOfficeドキュメントをユーザーが利用する際、RPA側
と同じOffice製品・バージョンの権利を保有している必要があります。

追加ライセンス必要

NG

RPA
ロボット

Office
ファイル

OK

NG
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⚫ 社員 100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有OS

- Windows 10 Ent E3 per user x 100

- Visual Studio License x 100

⚫ 100名全員、物理PCの利用は継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ WVDのVM上でVisual Studioを
利用する

⚫ 有効なVisual Studioサブスクリプション(旧MSDN)を
ユーザー数分用意する必要がございます。

[解説]

⚫ Azure上では買い切りのVisual Studioは利用できません

⚫ サブスクリプション版Visual Studioを
ご購入頂く必要がございます

追加ライセンス必要 クラウド上ではVisual Studio (サブスクリプション版)のライセンスが必要

NG NG

OK
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NG

⚫ 社員 100名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有OS

- Windows 10 Ent E3 per user x 100

- Office 2019 License x 100

⚫ 100名全員、物理PCの利用は
継続

⚫ 100名全員がWVDを利用する

⚫ WVDのVM上でOfficeを利用
する

⚫ Micorosft 365 Apps for Enterprise (旧称Office 365 ProPlus) 又
は Microsoft 365 Business Premium (旧称Microsoft 365 

Business)に含まれるMicrosoft Apps for Business のいずれか必
要ユーザー数分を用意する必要あり

[解説]

⚫ Office 永続ライセンス版はクラウド上への持ち込みが不可

⚫ Microsoft 365 Apps（上記参照）はAzureを含めたQMTHに認定
されているクラウドへの持ち込みが可能
(QMTH : Qualified Multitenant Host)

追加ライセンス必要 Office 永続ライセンスはクラウドへの持ち込み不可
Microsoft 365 Appsが必要
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契約の特徴

EA/ESA契約 MPSA契約 OPENライセンス契約 CSP契約

Windows 10 E3/E5 〇 〇 ✖ 〇

Microsoft 365 E3/E5 〇 〇 ✖ 〇

Microsoft 365 Apps for 

Enterprise
(旧Office365 ProPlus)

〇 〇 〇 〇

Windows VDA per user 〇 〇 ✖ 〇（E3のみ)

大企業のお客様は、EA(ESA)契約, MPSA,契約, CSP契約の何れかの方法で購入が可

中規模・小規模のお客様(従業員250名未満の企業様)は、CSP契約にて購入が可
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追加ライセンス必要 手元にWindows 7&10 Pro per device を所有している

NG

⚫ 社員 1000名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有ライセンス
- Windows は OEM (Professional版)で所有
- M365 apps for Ent (旧Office 365 E3) x 

1000 (EA契約にて購入済み)

⚫ 1,000名全員、物理PCの利用
は継続

⚫ 50名が特定用途にてWVDを
利用する

⚫ OfficeソフトウェアをWVD上
で利用したい

⚫ 重要なデータへのアクセスは
WVDを利用

⚫ Windows 10 Ent E3 per user x 50
※その他 WVDの利用権を含むLicense

[解説]

⚫ ただし、1000人全員がWVDを利用する場合は追加で950本
のライセンス購入が必要

⚫ Windows 10 Home搭載のPCをご利用ユーザーがWVDに
アクセスする場合は、Win VDAライセンスを別途購入する
必要がある。

NG



20

ライセンス
プログラム

ESA
（Enterprise Subscription Agreement）

MPSA
CSP

(Cloud Solution Provider)

購入要件 Win 10 E3単体：全数 任意数 任意数

購入期間
最大36か月
(*加入契約満了日まで、購入タイミングにより異なる)

最低25か月～最大36か月
(*購入アカウント応当日まで)

パートナー様へのご確認と
なります

コスト
大規模エンタープライズ企業を対象とする
包括契約 (EA/ESA) 単価設定

大規模エンタープライズ企業を
対象とする包括契約 (EA/ESA) 単価設定

パートナー様へのご確認と
なります

管理
*要御社内ご確認

O365と同じポータルでの管理 O365と別ポータルでの管理 (MBC)
パートナー様へのご確認と
なります

商流 LSP (Licensing Solution Partner) LSP CSP

*御社ポリシーの観点でご選択可能なプログラムが限られる可能性もありますので、御社内365管理者様等交えてご確認ください。

<ご参考>

• LSPパートナー一覧: https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/how-to-buy/lsp

•CSP検索: https://partner.microsoft.com/en-US/membership/cloud-solution-provider/find-a-provider

•Windows 10 ボリュームライセンスガイド:

http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.PDF

https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/how-to-buy/lsp
https://partner.microsoft.com/en-US/membership/cloud-solution-provider/find-a-provider
http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.PDF
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追加ライセンス必要

NG

⚫ 社員 200名

⚫ 物理PC環境

⚫ 社給

⚫ 所有ライセンス
- Windows は OEM (Professional版)で所有

⚫ 200名全員、物理PCの利用は継続

⚫ 50名が特定用途にてWVDを利用する

⚫ OfficeソフトウェアをWVD上で利用したい

⚫ 重要なデータへのアクセスはWVDを利用

⚫ Windows 10 Ent E3 per user x 50
※その他 WVDの利用権を含むLicense

⚫ Micorosft  365 Apps for Enterprise 又は
Microsoft 365 Business Premium に含まれる
Microsoft 365 Apps for Business のいずれか
のライセンス x50

NG

(EA持っていないケース)
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ライセンスプログラム
CSP

(Cloud Solution Provider)

購入要件
Win 10 E3単体：任意数
M365 Business Premium ：任意数
または Micorosft 365 Apps for Enterprise (旧Office 365 ProPlus) :任意数

購入期間 パートナー様へのご確認となります

コスト パートナー様へのご確認となります

管理
*要御社内ご確認

パートナー様へのご確認となります

商流 CSP

<ご参考>

•CSP検索: https://partner.microsoft.com/en-US/membership/cloud-solution-provider/find-a-provider

•Windows 10 ボリュームライセンスガイド:

http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.PDF

https://partner.microsoft.com/en-US/membership/cloud-solution-provider/find-a-provider
http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.PDF
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ライセンスプログ
ラム

CSP

(Cloud Solution Provider)

購入要件

Microsoft 365 A3
Win 10 A3単体
Microsoft 365 Apps for Enterprise (旧Office 365 

ProPlus)

購入期間 パートナー様へのご確認となります

コスト パートナー様へのご確認となります

管理
*要御社内ご確認

パートナー様へのご確認となります

商流 CSP

<ご参考>

•CSP検索: https://partner.microsoft.com/en-US/membership/cloud-solution-provider/find-a-provider

•Windows 10 ボリュームライセンスガイド:

http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.PDF

ライセンスプロ
グラム

EES

購入要件

Microsoft 365 A3
Win 10 E3単体
Microsoft 365 Apps for Enterprise (旧Office 

365 ProPlus)
どの製品も教職員全体か学生全体、もしくは
両方全体で契約
教職員全体で契約した場合、学生使用特典で
WVD で使用できるライセンスを学生に一定
比率で無償提供

購入期間 1年/3年

コスト パートナー様へのご確認となります

管理
*要御社内ご確認

パートナー様へのご確認となります

商流 対象リセラー

https://partner.microsoft.com/en-US/membership/cloud-solution-provider/find-a-provider
http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.PDF


【重要】2019年10月1日より変更
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https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/news/updated-licensing-rights-for-dedicated-cloud

⚫専用ホスト クラウドサービス（物理占有）上のライセンス条項が変更

⚫今後は専用ホスト(物理占有) とマルチテナント (物理共有）に同じ条件を適用

オンプレミス/

従来のアウトソーシングサービス
クラウドサービス

オンプレミス 従来のアウトソーシング
Listed Provider による

専用ホスト
クラウドサービス

マルチテナント
クラウドサービス

オンプレミス使用権

⚫ソフトウェア アシュアランスによる
⚫ライセンス モビリティ（適用される場合）
⚫Azure限定のAzureハイブリッド特典
⚫ライセンスが含まれるクラウドサービス

最新のアウトソーシングライセンス条項

https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/news/updated-licensing-rights-for-dedicated-cloud
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Listed Provider

「リストに記載されたプロバイダー」は、マイクロソフト製品条項で定義される用語です。

2019 年 10 月をもって、リストに記載されたプロバイダーには以下の団体とその関連会社が含まれます。

• Alibaba

• Amazon

• Google

• Microsoft

この指定は、リストに記載されたプロバイダーによって提供されるすべてのサービスに適用されます

(VMware Cloud on AWS など)。

このリストは、変更される可能性があり、https://aka.ms/ListedProviders からアクセスできます。

https://www.microsoftvolumelicensing.com/Downloader.aspx?DocumentId=15643
https://www.microsoftvolumelicensing.com/DocumentSearch.aspx?Mode=3&DocumentTypeId=53
https://aka.ms/ListedProviders
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⚫ 2019年10月1日以後に新規購入するオンプレミス ソフトウェア

⚫ 2019 年 10 月以後に新規取得、更新するサブスクリプションライセンス
( Windows Enterprise E3/E5、VDA E3/E5、これを含む Suite ）
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専用ホストクラウドサービス(物理占有) で利用可能なOffice

共有ホストクラウドサービスで利用可能なOffice

Listed Provider

Office 365 ProPlus Azureのみ動作可能

Office Professional  Plus
クラウド事業者又は SPLA パートナーからの
サービス提供のみ利用可能

Listed Provider 以外の
プロバイダー

Office 365 ProPlus ー

Office Professional Plus ー

Listed Provider ,
それ以外のプロバイダー共通

Office 365 ProPlus
QMTH に記載されているクラウドサービス
プロバイダーのみが対象

Office Professional  Plus
クラウド事業者又は SPLAパートナーからの
サービス提供のみ利用可能
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専用ホストクラウドサービス(物理占有) で利用可能なWindows Enterprise

共有ホストクラウドサービスで利用可能なWindows Enterprise

Listed Provider

VDA E3/E5 USL ー

Windows Enterprise E3/E5 USL Azureのみ動作可能

Listed Provider 以外の
プロバイダー

オンプレミスと同じ扱い ー

Windows 10 E3/E5 USL

Windows 10 E3/E5 USL
QMTH に記載されているクラウドサービス
プロバイダーのみが対象

VDA E3/E5 USL
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Microsoft製品 オンプレミス
Listed Provider Listed Provider以外 Azure

物理占有型 共有型 物理占有型 共有型 ADH/AVS Azure IaaS

Windows Server

サポートされる
ライセンス全て

サポートされる
ライセンス全て

SPLA

サポートされる
ライセンス全て

SPLA

サポートされる
ライセンス全て

従量課金
AHUB

SQL Server
SPLA

SA

SPLA

SA

従量課金
SA

AHUB

Windows 10 LTSC ー ー ー

Windows 10 SAC

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL
QMTH必須

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL
QMTH必須

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL

Office 

Professional Plus 
SPLA SPLA

SPLA
(Microsoftからの提供無）

Office 365 ProPlus
QMTH必須
SCA必須

QMTH必須
SCA必須

SCA必須

⚫ CSP契約から取得したWindows/VDAライセンスにはソフトウェアアシュアランス(SA)の権利がなく、結果として占有環境のWindows利用は不可
となります。なお共有環境のWindows使用は「マルチテナントホスティング」の権利により許諾されるため利用は可能です。

⚫共有型上のWindows 10/Office 365 ProPlus利用はQMTHに記載されているクラウドである必要があります

ADH = Azure Dedicated Host
AVS = Azure VMware Solution

QMTH = Qualified Multitenant Hosting
SCA =  Office 365 Shared Computer Activation
SPLA = Service Provider License Agreement

SA = Software Assurance
AHUB = Azure Hybrid Benefit
CSP = Cloud Solution Provider
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Microsoft製品 オンプレミス
Listed Provider Listed Provider以外 Azure

物理占有型 共有型 物理占有型 共有型 ADH/AVS Azure IaaS

Windows Server

サポートされる
ライセンス全て

SPLA SPLA

サポートされる
ライセンス全て

SPLA
従量課金
AHUB

従量課金
AHUB

SQL Server
SPLA

SA

SPLA

SA

SPLA

SA

従量課金
SA

AHUB

従量課金
SA

AHUB

Windows 10 LTSC VDA E3/E5 USL ー ー VDA E3/E5 USL ー

Windows 10 SAC VDA E3/E5 USL

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL
QMTH必須

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL
QMTH必須

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL

Windows 10 E3/E5 USL

VDA E3/E5 USL

Office 

Professional Plus 
SPLA SPLA SPLA

SPLA
(Microsoftからの
提供無）

SPLA
(Microsoftからの
提供無）

Office 365 ProPlus
（現M365apps)

ー
QMTH必須
SCA必須

QMTH必須
SCA必須

SCA必須 SCA必須

⚫ CSP契約から取得したWindows/VDAライセンスにはソフトウェアアシュアランス(SA)の権利がなく、結果として占有環境のWindows利用は不可
となります。なお共有環境のWindows使用は「マルチテナントホスティング」の権利により許諾されるため利用は可能です。

⚫共有型上のWindows 10/Office 365 ProPlus利用はQMTHに記載されているクラウドである必要があります

ADH = Azure Dedicated Host
AVS = Azure VMware Solution

QMTH = Qualified Multitenant Hosting
SCA =  Office 365 Shared Computer Activation
SPLA = Service Provider License Agreement

SA = Software Assurance
AHUB = Azure Hybrid Benefit
CSP = Cloud Solution Provider
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よくある
ご質問

WVDの事前検証を目的した場合、1人が複数のデバイスやAzure上

の仮想マシンにアクセスすることがありますが、この場合1ユー

ザーライセンスにおける利用台数の制限はありますか?

Windows Virtual Desktop for Windows 7 および Windows 10 

Microsoft 365 E3/E5/F3/Business/A3/A5/学生使用特典、Windows 

10 Enterprise E3/E5、Windows 10 Education A3/A5、または

Windows VDA E3/E5のライセンスを取得したユーザーは、

Windows Virtual Desktop (WVD) Windows 7 および Windows 10仮

想マシンにアクセスできます。WVD 仮想マシンはユーザーのデバ

イス アクティベーションの制限数から差し引かれることはありま

せん。

つまり、1人のユーザーが検証でWindows 10をインストールした

100台のVMのWVD環境を使う場合、適切なライセンスが1ライセン

ス必要となります。

Q

A
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よくある
ご質問

QMTHの認定を受けているListedパートナー/Listedパートナー外の

共有型ホスティングサービスでなければ、Windows 10 E3/E5 USL

又はVDA E3/E5 USLを持っていてもライセンスを持ち込むことはで

きないですか?

QMTH 認定クラウドの 共有環境でなければ、 Windows / VDA Per 

User ライセンスを持っていても、持ち込みはできません。

AWS等のQMTHでない共有環境では、Windowsクライアントをラ

イセンス上実行する方法はありません。

Q

A
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よくある
ご質問

O365 E1ライセンスを持っている場合、Windows/Officeアプリ以外

のTeams/OneDrive等のその他アプリをListedパートナー(AWS/GCP)、

またはAzureに持ち込んで使うことは可能でしょうか? 追加ライセ

ンスの発生有無、使用可否を含め教えて頂けないでしょうか?

アプリを個別に取得する場合、アプリにより異なるため一概には

言うことができません。

Q

A
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よくある
ご質問

QMTHの認定を受けていないGoogleクラウド/AWSクラウドの共有

型ホスティングサービスに、Windows 10 E3/E5 USL/VDA E3 E5 

USLを持ち込んで使用している場合、そのユーザーはライセンス違

反になりますか?

はい、ライセンス許諾されません。

Q

A
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よくある
ご質問

Windows 10 E3/E5 USLをもっていれば、SA特典が含まれており、

SA特典の中にWindows VDAの権利が含まれています。そのため、

Windows 10 E3/E5 USLがあれば、別途VDAライセンスを購入する

ことなWindows 10をAzureに持ち込むことは可能ですか?

いいえ、できません。これは、 Windows E3/E5でのAzureの使用が

許諾されているので可能、という考え方に基づきます。Windows 

10 E3/E5 ライセンスに、VDA E3/E5 ライセンスが含まれているわ

けではありません。VDA Per User が使用できても、Windows Per 

User が使用できないケースが存在します。

(例 : Listed Provider 占有環境での使用) 

Q

A
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よくある
ご質問

既存のActive DirectoryとAzure ADとの同期ができないのですが、

Windows Enterprise E3ライセンスを購入し、WVDを利用すること

はできますか?

WVDを利用するユーザーに、必要なライセンスを取得済みであれ

ば、既存のActive DirectoryとAzure ADで 同期ができないこと自体

はライセンス上問題ありません。

Q

A
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よくある
ご質問

WVD や WVD を組み込んだソリューションを DaaS として外部

ユーザーに提供できますか?

Azure を使用した DaaS の提供は Azure の「ホスティング サービ

スの例外」によって可能になりますが、WVD はライセンスとして

の Azure サービスではないため、Azure の「ホスティング サービ

スの例外」も適用できません。

また SPLA では Windows Client OS の提供はありません。SPLA 

RDS SAL には「Windows Virtual Desktop for Windows Server」の

利用は認められていません。

Q

A
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よくある
ご質問

VMware Horizon Cloud on Microsoft Azure で WVD は使用できま

すか?

可能です。ライセンス上、Azure 上の仮想化基盤は制限されていま

せん。

Q

A
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よくある
ご質問

Windows 10 Enterprise Multi-Session は WVD 以外でも使用できま

すか?

できません。WVD (Citrix Cloud、VMware Horizon Cloudを含む)で

展開、利用する場合のみサポートされます。

Q

A
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よくある
ご質問

関連会社で WVD を共同利用できますか。

WVD をホストする Azure のライセンスを関連会社も使用できるプ

ログラムで取得していれば可能です。例えば CSP で Azure ライセ

ンスを取得している場合、関連会社（資本関係 50% 超）も Azure 

を使用できます。各関連会社の WVD にアクセスするユーザーには

適切なライセンスが必要です。

Q

A
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よくある
ご質問

その他ここで触れられていないアプリケーションについてはどう

なりますか?

WVD環境での利用に関するライセンスについては、各社ライセン

ス提供元にご確認ください。

なお、Visual Studioはサブスクリプション付きライセンスであれば

WVD環境で利用できます。

Q

A
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よくある
ご質問

Windows 10を利用するにあたって、Azure Active Directory 認証

(Azure AD ベースのライセンス認証)は必須ですか?

WVD環境での利用にあたって、Azure Active Directory 認証は必須

ではありません。

Q

A
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0120-167-400

ご購入にあたり、本資料に記載の情報の確認などのご相談は

下記窓口までお問い合わせください。

マイクロソフトセールスホットライン

営業時間 9:00~17:30 土日祝日、弊社指定定休日を除く
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前頁に記載のエンドユーザー様向け問い合わせ窓口では
パートナー様からのお問い合わせは受け付けておりませんので、ご注意ください。

クラウドビジネス相談センター

https://support.microsoft.com/ja-jp/help/3121537/using-technical-presales-and-deployment-services

https://support.microsoft.com/ja-jp/help/3121537/using-technical-presales-and-deployment-services
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